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宇治島、臥蛇島、硫黄鳥島における貝類に関する予備的調査
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要旨：宇治島、臥蛇島、硫黄鳥島において貝類相の調査を行った。観察された海産貝類
は宇治島で10科17種、臥蛇島で8科15種に及んだが、硫黄鳥島においては2科3種のみで
あった。

緒言
　地球規模での温暖化の影響が報告されており、その影響をさまざまな地域で検証する
ことは今後の対応策策定のためには重要になってくる。奄美群島は南北に、少しずつ気
候の異なる島々が規則正しく位置している。そのため、南西諸島においてさまざまな項
目において体系的に比較を行うことや、過去のデータと現在のデータを比較する事によ
りその影響を調べることが可能と考えられる。貝類を中心とした海洋生物への影響を検
討するために、予備的な調査を南西諸島において行ったのでここに報告をする。
　今回は宇治島、臥蛇島、硫黄鳥島に注目し、そこに生息する貝類相を調べ、過去のデー
タと比較する事で海産貝類の分布の変化を調べる事を目的にしている。

方法
　調査は平成１７年５月１０日に宇治群島の宇治島、平成１８年度５月１５日に臥蛇島、平成１９
年度６月１９－２０日に硫黄鳥島において行った。
　宇治島の海岸線は切り立った崖が続いており、そして港から他へ移動する道も発見で
きなかったため、港近くの岩礁を対象域にした。調査は満潮時に開始し終了時は干潮に
なっていた。岩礁上に２×２ｍの方形枠を１０個設置すると共に、海岸線を歩く事で貝類
の採集を行った。臥蛇島も切り立った崖が続いており、港近くの岩礁域以外海外線を歩
けなかったので、この地域を中心に貝類の採集を行った。硫黄鳥島も切り立った崖に覆
われており、上陸地点に限定し貝類の採集を行った。採集した貝類は７０％アルコールに
固定し実験室に持ち帰り種の同定を行った。

結果と考察
　観察された海産貝類は宇治島で１０科１７種、臥蛇島で８科１５種に及んだ（表１）。
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　すでに宇治群島における海産貝類の調査はいくつかある。Hirata（１９５３）では１０６種、
Murayama & Hirata（１９６８）は１５４種、桑水流他（２００３）は４７種を報告している。ま
た、宇治群島にはケブカヤマトガイやウジグントウゴマガイのような陸産固有種を含め
陸・淡水産貝類が３１種生息することが報告されている（桑水流他，２００３）。一方、海産
貝類については４７－１５４種が生息する事が報告されている（Hirata １９５３，Murayama & 
Hirata １９６８，桑水流他，２００３）。本調査は他の報告に比べ１７種と最も少ない観察数であっ
た。これは、今回の調査は限定された時間と共に調査域が限定されてしまったためと考
えられる。したがって、長期滞在による調査を行うことにより長期変動に関する調査を
する必要がある。しかし、この点についての今後の仔細な研究が必要である。
　キバアマガイは分布の北限が屋久島となっている（奥谷，２０００）。小型個体から大型
個体まで観察されたのでおそらくここで繁殖が行われていると考えることができる。し
たがって、この地域がこの種の北限となっていると考えられる。一方、イシダタミの分
布は北海道南部以南から九州と報告されている（奥谷，２０００）。したがって、宇治島は
この種の南限に位置すると考えられる。このように宇治島は温帯域と熱帯域を分布する
種が混じって分布する特徴を持つと考えられる。
　硫黄鳥島では貝類は４目５科９種が確認されている（沖縄県，２００７）。本調査ではキ
バアマガイ、テツレイシ、テツボラの３種のみが上陸地点で観察された。これは上陸地
点という限定された地域を対象に短い時間での探索をおこなった事と上陸地点では温水
が各所から湧き出ていたことが大きく影響をしていると考えられる。
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表 1. 宇治島と臥蛇島の貝類相

科 和名 種名 宇治島 臥蛇島
ツタノハガイ科 ツタノハガイ Scutellastra flexuosa ○
ヨメガカサ科 ベッコウガサ Cellana grata ○
ユキノカサガイ科 ウノアシ Patelloida saccharina ○
ニシキウズガイ科 イシダタミ Monodonta labio f. confusa ○
サザエ科 コシタカサザエ Turbo stenogyrus ○
アマオブネガイ科 キバアマガイ Nerita plicata ○

アマオブネガイ N. albicilla ○ ○
Neritina sp 1 ○
Neritina sp 2 ○

タマキビ科 ホソシジウズラタマキビ Littoraria undulata ○ ○
マルアラレタマキビ Nodilittorina sp. ○
アラレタマキビ Nodilittorina radiata ○

タカラガイ科 ハナマルユキ Cryraea caputserpentis caputserpentis ○ ○
キイロダカラ C. moneta ○

アッキガイ科 レイシダマシ Morula granulata ○ ○
キマダライガレイシ Drupa ricinus ricinus ○
ムラサキイガレイシ Drupa morum ○
シロイガレイシ Drupa ricinus hadari ○
テツレイシ Thais savignyi ○ ○

Muricidae sp ○
テツボラ Purpura panama ○ ○

エゾバイ科 イソニナ Japeuthrica ferrea ○
フデガイ科 フトコロヤタテ Strigatella decurtata ○
イモガイ科 イボシマイボ Conus lividus ○

マダライモ Conus ebraeu ○
イガイ科 Mytiloida sp ○
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